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１　地方公会計とは

●　地方公会計の意義

これまでの地方自治体の会計は「現金主義・単式会計」を採用しており、単年度

における現金の収入や支出を経理する会計です。

しかし、「現金主義・単式会計」では、これまでに整備した資産状況や地方債等

のストック情報が把握しにくいという側面があり、そのため全ての資産、負債情報

等も把握する必要性があることから「発生主義・複式会計（複式簿記）」の考え方

が導入されました。

この考え方に基づき、つくられたのが「新地方公会計制度」です。

昨年度に引き続き、寿都町では令和４年度分を平成２７年１月に総務省から示さ

れた「統一的な基準」に基づき作成しています。

１　目的
①　説明責任の履行
　　　住民や議会、外部に対する財務情報の分かりやすい開示
②　財政の効率化・適正化
　　　財政運営や政策形成を行う上での基礎資料として、資産・債務管理や予算編成、政策評価等に有効に活用

２　具体的内容（財務書類の整備）

補　完

３　財務書類整備の効果
①　資産・負債（ストック）の総体の一覧的把握
　　　　資産形成に関する情報（資産・負債のストック情報）の明示
②　発生主義による正確な行政コストの把握
　　　　見えにくいコスト（減価償却費、退職手当引当金など各種引当金）の明示
③　公共施設マネジメント等への活用
　　　　固定資産台帳の整備等により、公共施設マネジメント等への活用が可能

現金主義会計 発生主義会計

◎現行予算・決算制度は、現金収支

を議会の民主的統制下に置くことで、

予算の適正・確実な執行を図るとい

う観点から、現金主義会計を採用

◎発生主義により、ストック情報・フロー情報を総体的・一覧

的に把握することにより、現金主義会計を補完

≪財務書類≫

地方公会計

・貸借対照表

・行政コスト計算書

・純資産変動計算書

・資金収支計算書

企業公会計

・貸借対照表

・損益計算書

・株主資本等変動計算書

・キャッシュ・フロー計算書
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２　新地方公会計制度の概要

（１）　統一的な基準の特徴

（２）　対象となる会計の範囲
　①　一般会計等　財務書類

一般会計を対象としています。
　②　全体　財務書類

一般会計等に加え、特別事業会計及び公営企業会計を対象としています。
　③　連結　財務書類

　町全体の財務書類に加え、当町と関係する一部組合と広域連合、及び
第三セクターなどを対象としています。

会計区分の範囲

（３）　財務書類４表について
①　貸借対照表（ＢＳ）

貸借対照表（イメージ）

資産： 土地・建物、現金、基金などの保有資産状況
負債： これからの世代が負担となるもの
純資産：これまでの世代が負担してきた部分
資産＝負債＋純資産という左右のバランスが取れた表となります。

②　行政コスト計算書（ＰＬ）

③　純資産変動計算書（ＮＷ）

④　資金収支計算書（ＣＦ）

　会計期間中の行政活動の内、人的サービスや各種給付サービスなど資産形成に
つながらない行政サービスに伴うコストを明らかにするものです。
現金の支払いを伴わない費用（減価償却費など）についても計上しています。

　純資産（過去の世代や国・道が負担した将来返済しなくてよい財産）が会計期
間中にどのように増減したかを区分して表示しています。

　会計期間中の資金の流れを明らかにするもので、性質の異なる３つの活動（経
常的収支、資本的収支、財務的収支）に分けて表示します。

　会計処理方法として民間企業会計と同様の複式簿記や発生主義会計を導入する
とともに、現存する全ての固定資産を洗出し、固定資産台帳を整備することで、
現金取引に加えて、ストック情報（資産・負債・純資産の期末残高）及びフロー
情報（期中の収益・費用及び純資産の内部構成の変動）を網羅的かつ、公正価値
で把握できます。

　基準日時点における町の財政状態（資産・負債・純資産残高）を明らかにする
ことを目的として作成しています。

借　方 貸　方

資　産
負　債

純 資 産

連 結

遠軽地区広域連合組合

南部後志環境衛生組合

南部後志衛生施設組合

岩内・寿都地方消防組合

後志教育研修センター

市町村備荒資金組合

全 体
国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業会計

公共下水道事業会計

一般会計等
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⑤　財務４表の相関関係

（４）　財務書類の作成基準
　作成基準日は、令和６年３月３１日（令和５年度末）とし、令和６年４月１日
から５月３１日までの出納整理期間における出納については、作成基準日までに
終了したものとして作成しています。

貸借対照表(BS)

資 産

（うち現金預金）

負 債

純 資 産

行政コスト計算書(PL)

経常費用

臨時損失

経常収益

純行政コスト

臨時利益

資金収支計算書(CF)

(前年度末残高)

投資活動収入

業務活動収入

投資活動支出

純資産変動計算書(NWM)
財 源 (前年度末残高)

固定資産等の変

動(増加)本年度末残高
財務活動収入 財務活動支出

本年度末残高

(純行政コスト)

固定資産等の変

動(減少)

３



（単位： 千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債

事業用資産 長期未払金

土地 退職手当引当金

立木竹 損失補償等引当金

建物 その他

建物減価償却累計額 流動負債

工作物 1年内償還予定地方債

工作物減価償却累計額 未払金

船舶 未払費用

船舶減価償却累計額 前受金

浮標等 前受収益

浮標等減価償却累計額 賞与等引当金

航空機 預り金

航空機減価償却累計額 その他

その他

その他減価償却累計額 【純資産の部】

建設仮勘定 固定資産等形成分

インフラ資産 余剰分（不足分）

土地

建物

建物減価償却累計額

工作物

工作物減価償却累計額

その他

その他減価償却累計額

建設仮勘定

物品

物品減価償却累計額

無形固定資産

ソフトウェア

その他

投資その他の資産

投資及び出資金

有価証券

出資金

その他

投資損失引当金

長期延滞債権

長期貸付金

基金

減債基金

その他

その他

徴収不能引当金

流動資産

現金預金

未収金

短期貸付金

基金

財政調整基金

減債基金

棚卸資産

その他

徴収不能引当金

△ 6,572

12,824

8,414

-

-

15,854,229

10,992,562 6,777,363

7,603,908 -

1,472,793 443,506

6,200

- 38,845

- 9,980

- -

【様式第１号】

貸借対照表
（令和6年3月31日現在）

科目 科目

15,656,911 7,220,869

金額 金額

- -

- -

- -

17,140,707 -

△ 11,154,103 772,063

276,585 723,237

△ 142,634 -

- -

- 負債合計 7,992,932

-

10,560 15,786,198

3,309,338 △ 7,924,900

111,909

45,241

△ 7,465

10,550,986

△ 7,391,333

-

-

-

480,211

△ 400,896

-

-

-

4,664,349

19,024

-

-

4,489,971

450,975

4,038,996

197,318

65,786

2,246

-

153,513

純資産合計 7,861,297

資産合計 負債及び純資産合計 15,854,229

129,286

129,286

-

-

-

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。
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（２）　貸借対照表の説明

①　 資産の部

（ア）事業用資産 ・・・ 学校、公営住宅、公民館、庁舎、体育館など　
約７，６０４百万円

（イ）インフラ資産 ・・・ 道路、橋りょう等の社会資本 約３，３０９百万円

（ウ）物品 ・・・ 現金や基金等以外の動産  約　　　８０百万円

（エ）投資その他の資産 ・・・ 出資金、長期延滞債権、基金など 約４，６６４百万円

②　 負債の部

（ア）地方債 ・・・

（イ）退職手当引当金 ・・・ 　本年度末に全職員が退職した場合の退職手当 

（ウ）１年内償還予定地方債 ・・・

③　 純資産の部

（ア）固定資産形成分 ・・・

（イ）余剰分（不足分） ・・・

　資産形成のために充当した資源の蓄積を
いい、原則として金銭以外の形態（固定資
産等）で保有。

　費消可能な資源の蓄積をいい、原則とし
て金銭の形態で保有流動資産（短期貸付金
及び基金等を除く）から負債（将来現金等
支出を見込む）を控除した額。 マイナスと
なることが多く、その場合、基準日時点に
おける将来の金銭必要額を示している。

　資産合計から負債合計を差し引いた額で、これまでの世代が負担し、将来の返済や支
出の必要のない資産で、総額は約７，８６１百万円あります。

　学校、道路、公園など将来の世代に引き継ぐ社会資本や、基金、投資など将来現金化
することが可能な財産など、これまでの行政活動で形成された資産の年度末現在の価値
を示しています。
　これまでに寿都町では、約１５，８５４百万円の資産を形成してきています。

　有形固定資産のうち、建物・工作物などの耐用年数のある資産の合計取得額は約２
８，０１４百万円、その減価償却累計額は約１８，６９６百万円で、約６７％が経年で
消費された計算になります。
　これらの資産を今後限られた財源で更新していくため、施設の統廃合等や長寿命化を
進めていく必要があります。

　資産を形成するための地方債や退職手当引当金などは、将来の世代が負担するもので
す。
　総額は約７，９９２百万円あり、大部分は今後償還しなければならない地方債で、そ
の年度末残高約７，５０１百万円です。

　地方債残高のうち、令和７年度以降に償
還が予定されている元金。

　地方債残高のうち、令和６年度償還元
金。
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【用語解説】

固定資産

流動資産

徴収不能引当金・・・長期延滞債権や貸付金等の金銭債権に対する将来の取立不能見込額
　　　　　　　　　　（不納欠損額）を見積もったもの

現金預金・・・・・・現金や普通預金を指し、歳計外現金も含む
未収金・・・・・・・町税や使用料などの未収金
短期貸付金・・・・・貸付金のうち、翌年度に償還期限が到来するもの
基金・・・・・・・・財政調整基金、減債基金
棚卸資産・・・・・・売却を目的として保有している資産
その他・・・・・・・上記以外及び徴収不能引当金以外のもの（前払金、仮払金）
徴収不能引当金・・・未収金や貸付金等の金銭債権に対する将来の取立不能見込額
　　　　　　　　　　（不納欠損額）を見積もったもの

その他・・・・・・・上記以外及び徴収不能引当金以外のもの
　　　　　　　　　　（長期前払金、株式会社のその他の投資等）

事業用資産・・・・・公共サービスに供されている資産でインフラ資産以外の資産
　　　　　　　　　　（例：庁舎、学校、文化センター、公営住宅など）
インフラ資産・・・・社会基盤となる資産
　　　　　　　　　　（例：道路、橋、公園、下水道施設など）
物品・・・・・・・・車両、物品、機械装置など
無形固定資産・・・・ソフトウェア、ソフトウェア（リース）
投資及び出資金・・・有価証券、出資金、出捐金
投資損失引当金・・・連結対象団体への出資金の実質価格が低下した場合に計上
長期延滞債権・・・・滞納繰越調定収入未済分
長期貸付金・・・・・自治法第２４０条第１項に規定する債権である貸付金
　　　　　　　　　　（流動資産に区分されるもの以外）
基金・・・・・・・・流動資産に区分される以外の基金（その他の基金）

　

純資産
約７，８６１百万円

純資産

・収入した税金や国・道等から

の補助金等

・土地、建物、工作物、物品等

の有形固定資産

・基金

・現金、預金　等資産
約１５，８５４百万円

固定　約１５，６５７百万円
流動　　　　 約１９７百万円

負債
約７，９９３百万円

固定　　約７，２２１百万円
流動　　約　　７７２百万円

資　産

負　債

・地方債

・退職手当引当金　等

貸借対照表（ＢＳ）

資産＝負債＋純資産
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固定負債

流動負債

預り金・・・・・・・基準日時点において、第三者から寄託された資産に係る見返負債
その他・・・・・・・上記以外の流動負債（短期性リース債務等）

その他・・・・・・・上記以外の固定負債（長期性リース債務等）

１年内償還予定地方債
　　　　　　　・・・地方公共団体が発行した地方債のうち、１年以内に償還予定のもの及び、
　　　　　　　　　　土地開発公社、第三セクターの短期借入金
未払金・・・・・・・基準日時点までに支払義務発生の原因が生じており、その金額が確定し、
　　　　　　　　　　または合理的に見積もることができるもの
未払費用・・・・・・一定の契約に従い、継続して役務の提供を受けている場合、基準日時点
　　　　　　　　　　において既に提供された役務に対して未だその対価の支払を終えていな
　　　　　　　　　　いもの
前受金・・・・・・・基準日時点において、代金の納入は受けているが、これに対する義務の
　　　　　　　　　　履行を行っていないもの
前受収益・・・・・・一定の契約に従い、継続して役務の提供を行う場合、基準日時点におい
　　　　　　　　　　て未だ提供していない役務に対し支払を受けたもの

地方債・・・・・・・地方公共団体が発行した地方債のうち、償還予定が１年超のもの及び、
　　　　　　　　　　土地開発公社、第三セクターの長期借入金
長期未払金・・・・・自治法第２１４条に規定する債務負担行為で確定債務とみなされる
　　　　　　　　　　もの及びその他の確定債務のうち流動負債に区分されるもの以外
退職手当引当金・・・原則期末自己都合要支給額
損失補償等引当金・・履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体
　　　　　　　　　　財政健全化法上、将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上

賞与等引当金・・・・基準日時点までの期間に対応する期末手当・勤勉手当及び福利厚生費

７



 自　令和5年4月1日
 至　令和6年3月31日

（単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

職員給与費

賞与等引当金繰入額

退職手当引当金繰入額

その他

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他

その他の業務費用

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

災害復旧事業費

資産除売却損

投資損失引当金繰入額

損失補償等引当金繰入額

その他

臨時利益

資産売却益

その他

純行政コスト

【様式第２号】

行政コスト計算書

5,340,033

-

2,857,787

-

63,371

316,467

548,611

25,606

2,283,570

2,394

35,456

-

48,315

1,490,432

177,851

381,857

5,656,500

3,603,966

689,310

566,694

38,845

金額科目

10

10

5,340,023

-

-

-

-

-

253,096

56,869

31,825

9,109

15,935

2,052,534

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。
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（４）　行政コスト計算書の説明

①　 経常費用

（ア）退職手当引当金繰入額 ・・・

（イ）その他（人件費） ・・・ 議員報酬及び委員報酬など

（ウ）物件費 ・・・

（エ）支払利息 ・・・ 地方債の利子支払額 

（オ）補助金等 ・・・ 負担金、補助及び交付金など
（カ）社会保障給付 ・・・ 扶助費など
（キ）他会計への繰出金 ・・・ 特別会計等への繰出金

②　 経常収益

（ア）その他の業務関連外収益 ・・・ 雑入など

　行政コスト計算書は、１年間の行政活動のうち、資産の形成につながらない人的
サービスや給付サービスに要したコストで、企業の損益計算書にあたるものです。

　人件費、物件費、減価償却費が大きな割合を占めています。移転費用は他会計へ
の繰出金や町民のみなさんへの補助金・扶助費で約２，０５３百万円です。
　その結果、経常費用合計（純行政コスト）は約５，３４０百万円になります。

前期末退職手当引当金残高と当期末残高の
差額

委託料、消耗品、非常勤職員の賃金、報償
費など

　使用料や手数料など約３１６百万円で、経常費用合計から経常収益を差し引いた
純経常行政コストは、約５，３４０百万円です。
　これは 税収等で賄われるものです。

行政コスト計算書（ＰＬ）
経常費用 　

約５，６５７百万円

◎経常収益

約３１６百万円

臨時損失

－

◎臨時利益

－

純行政コスト

約５，３４０百万円

臨時に生じる費用

・資産売却益　等

臨時に生じる費用

・災害復旧費

・資産除売却損　等

臨時利益

使用料及び手数料　等

臨時損失

経常費用

人件費、物件費、扶助費　等

経常収益

＝◎収益－費用

純行政コスト

　９



【用語解説】
経常費用
業務費用

経常収益

人件費・・・・・・・職員給与費や賞与等引当金繰入額、退職手当引当金繰入額など

臨時利益・・・・・・資産売却益など

物件費等・・・・・・職員旅費、委託料、消耗品や備品購入費（消費的性質）、施設等
　　　　　　　　　　の維持修繕にかかる経費や有形固定資産及び無形固定資産の減価
　　　　　　　　　　償却費など
その他の業務費用・・支払利息、徴収不能引当金繰入額、過年度分過誤納還付など
移転費用・・・・・・住民への補助金や生活保護費などの社会保障費、特別会計への繰出金等

使用料及び手数料・・サービスの対価として使用料・手数料の形で徴収する金銭
その他・・・・・・・過料、預金利子、売上収益等
臨時損失・・・・・・災害復旧事業費、資産除売却損など
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 自　令和5年4月1日

 至　令和6年3月31日

（単位：千円）

前年度末純資産残高 15,747,872 △ 7,564,304
純行政コスト（△） △ 5,340,023
財源 5,016,786

税収等 4,512,042
国県等補助金 504,743

本年度差額 △ 323,237
固定資産等の変動（内部変動） 38,399 △ 38,399

有形固定資産等の増加 203,324 △ 203,324
有形固定資産等の減少 △ 548,612 548,612
貸付金・基金等の増加 854,638 △ 854,638
貸付金・基金等の減少 △ 470,952 470,952

資産評価差額 -
無償所管換等 △ 73
その他 - 1,040
本年度純資産変動額 38,326 △ 360,596

本年度末純資産残高 15,786,198 △ 7,924,900

△ 73
1,040

△ 323,237

5,016,786
4,512,042

504,743

△ 322,271

7,861,297

-

【様式第３号】

純資産変動計算書

8,183,568
△ 5,340,023

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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（６）　純資産変動計算書の説明

【用語解説】

財源

無償所管換等・・・・無償で譲渡または取得した固定資産の評価額など
その他・・・・・・・上記以外の純資産の変動

　純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部に計上されているそれぞれの
数値が、当該年度でどのように変動したかを表した財務書類です。
　１年間の町税などや国庫補助金などの財源が、純資産の増に充てられていま
す。
 　このような増減によって貸借対照表にある令和５年度末の純資産は約３２３
百万円減少しました。
　純資産が減少したのは、過去に取得した固定資産の減価償却費などの減少分
よりも、固定資産への投資が少なかった事によります。

前年度末純資産残高
　　　　　　　・・・前年度末の純資産の額（前年度貸借対照表と一致）
純行政コスト・・・・行政活動に係る費用のうち、人的サービスや給付サービスな
　　　　　　　　　　ど、資産形成につながらない、行政サービスに係る費用（行
　　　　　　　　　　政コスト計算書の「純行政コスト」と一致）

税収等・・・・・・・地方税、地方交付税、地方譲与税など
国道等補助金・・・・国庫支出金及び道支出金
資産評価差額・・・・有価証券等の評価差額

純資産変動計算書（ＮＷ）

前年度末残高

約８，１８３百万円

純行政コスト

約△５，３４０百万円

財源

約５，０１７百万円

固定資産等の変動

－

本年度末残高

約７，８６１百万円

固定資産等形成分　約１５，７８６百万円

余剰分（不足分）　　約△７，９２５百万円

・資産評価差額

・無償所管換等

・税収

・国道等補助金

固定資産等の変動

財　源

財源調達による変動

本年度末残高

＝　ＢＳ純資産

＝　ＰＬ純行政コスト

純行政コスト
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 自　令和5年4月1日
 至　令和6年3月31日

（単位：千円）

【業務活動収支】
業務支出

業務費用支出
人件費支出
物件費等支出
支払利息支出
その他の支出

移転費用支出
補助金等支出
社会保障給付支出
他会計への繰出支出
その他の支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
災害復旧事業費支出
その他の支出

臨時収入
業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
地方債償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債発行収入
その他の収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

157,999

△ 477,749

324,514

65,786

9,758
222

9,980

203,324

-
-

-

-

116,986
461,015

前年度末資金残高 51,041

本年度末資金残高 55,805

691,287
-

1,015,801

【様式第４号】

資金収支計算書

5,057,021
3,004,486

253,096

15,935
2,052,534
1,490,432

177,851

5,215,020
4,511,604

387,757
62,563

科目 金額

1,015,801
-

本年度資金収支額

647,550

4,764

691,287

852,437
-
-
-

578,012

2,309,176
31,825

-

-

381,857

1,055,761

2,394

11

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。
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（８）　資金収支計算書の説明

以下の各収支は、現金の流れを表しキャッシュフローとも呼びます。

①　 業務活動収支
（ア）業務支出 ・・・

（イ）経常的収入 ・・・

②  投資活動収支 ・・・

③  財務活動収支
（ア）財務活動支出 ・・・ 　地方債の元金償還支出に係る現金の流れ
（イ）財務活動収入 ・・・ 　地方債の借入に係る現金の流れ

　１年間の資金の増減をⅠ業務活動収支、Ⅱ投資活動収支、Ⅲ財務活動収支に
区分し、 ３つの収支の財源がどのように調達され、収支の過不足が生じたのか
を明らかにするものです。
 
   業務活動収支は約１５８百万円となっています。
　資産形成や投資・貸付金などの収支である投資活動収支は約４７８百万円不
足となりました。
　公債の収支である財務活動収支は約３２５百万円余剰となりましたが、これ
は地方債発行収入よりも地方費の償還の方が少なかったことを示しています。
  このようなことから本年度資金収支額は、約５百万円の黒字となり、前年度末
資金残高約５１百万円を加えて、本年度末資金残高は約5６百万円になりまし
た。

　行政コスト計算書の区分に対応した現金
の流れ
　純資産変動計算書、行政コスト計算書の
区分に対応した現金の流れ
　純資産変動計算書の区分に対応した現金
の流れ

資金収支計算書（ＣＦ）

業務活動収支

約１５８百万円

投資活動収支

約△４７８百万円

財務活動収支

約３２５百万円

前年度末残高

約５１百万円

本年度末残高

約５６百万円

・施設整備に係る補助金、基金

取崩等の収入　等

財務活動収支

資金調達に関する収支

・地方債償還支出

・地方債発行収入

投資活動収支

投資に関する収支

・公共施設等整備、基金積立等

の支出

行政サービスに関する収支

・人件費、物件費、支払利息等

の支出

・税金、使用料及び手数料等の

収入　等

歳計外現金

＝ＢＳ現金預金

業務活動収支

＋

本年度末残高
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